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平成２８年度第３回常滑市教育委員会定例会会議録（概要） 

 

開  催  日 平成２８年６月２４日(金) 

開 催 場 所 常滑市役所４階第３会議室 

時     間 開会  午後２時００分 

閉会  午後３時５０分 

出 席 委 員    委   員 渡 邉 十三香   委   員 渡 辺 慶太郎 

委   員 久 田 孝 寛   委   員 鬼 頭 明 美 

教 育 長 加 藤 宣 和 

出席した職員 教 育 部 長 山 崎 巌 生   学校教育課長 中 野 直 樹 

学校教育課付課長 榊 原 寛 二   生涯学習スポーツ課長 増 田 喜 政 

学校給食共同調理場長 岩 田 啓 二 

傍  聴  者 な し 

事 務 局 学校教育課副主幹 芦萱珠代  学校教育課主任 竹内 裕紀 

議     案 （１）常滑市学校給食共同調理場運営審議会委員の委嘱について 

（２）常滑市社会教育委員の委嘱について 

（３）常滑市指定無形文化財の指定及び保持者の認定について 

報 告 事 項 （１）常滑市生涯学習推進計画平成２７年度の取り組み状況につい 

て 

（２）第６１回常滑市美術展の結果について 

（３）図書館年報平成２７年度の実績について 

（４）第５１回前田杯争奪知多地方中学校卓球大会の結果について 

その他（諸報告） 常滑東小学校北館大規模改造工事の発注方針について 

行事連絡（６月～８月） 

 

発言者 発言の要旨 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

平成２８年度第３回教育委員会定例会を開催する。 

平成２８年度第２回教育委員会定例会会議録を各委員に諮り承認

された。 

会議録署名委員に渡邉十三香委員を指名した。 

 

皆さん、こんにちは、教育長の報告事項につきまして、５月の定例

会以降の教育委員会の動きを３点についてご報告いたします。 

 まず、１点目は、教育委員会の平成２７年度事業に対する点検と

評価について、教育委員会内部での点検と評価を基に、６月８日に、

名古屋大学准教授の久野弘幸氏と元知多地方小中学校校長会長の社

会教育委員である渡辺卓久氏よりご意見をいただきました。全体的 
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発言者 発言の要旨 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

には適切に点検・評価がされているというお話でした。詳細につい

ては来月の定例会でご報告させていただく予定です。 

２点目は、６月１０日から６月２３日の１４日間の日程で６月議会

が開催されました。 

今回は教育委員会関係の議案はありませんでした。一般質問として

は、加藤代史子議員から「学校図書館について①学校図書館図書標

準に対して、各学校の状況はどうか。②「司書教諭」の配置状況と

今後の「学校司書」の配置についての考え方③「読書通帳」の導入

など読書意欲を高める方策などの考えはどうか」とご質問をいただ

きました。①については、標準に達していない学校は、学級数の増

えている鬼崎南小学校と常滑西小学校と、鬼崎中学校の３校です。

早急に達成できるように図書の購入数を増やしていきたい。②につ

いては、司書教諭は全ての学校に配置してあるものの、学校司書に

ついては、配置しておりません。学校図書館法では、学校司書の配

置は努力義務となっておりますが、知多５市においても、配置して

いる小中学校はありません。しかし、現在、学校図書館は学習支援

を行う学習センターや調べ学習を行うときの情報センターとしての

役割も求められており、こうした役割を果たす学校図書館の在り方

として、専門的な知識・経験を持った学校司書の存在は重要である

と考えております。今後、学校司書の配置にかかる対応方法等につ

いて研究していきたい。③については、「読書通帳」を導入した自治

体では、貸し出しが２倍に増えたというところもあるそうですが、

コンパクトサイズでも最大１００万円ほどの費用がかかり、まだま

だ、導入されている自治体の数も少ない。と聞いております。 

各学校では、読書意欲を高めるために、「朝の読書タイム」（全校）

ＰＴＡや地域のボランティアや教師による「本の読み聞かせ」、テー

マを決めて、テーマに沿って、常滑市立図書館職員が紹介する「ブ

ックトーク」などなどに取り組んでおり、今後も読書意欲を高める

方策や学校図書の在り方について、研究を進めていくとお答えいた

しました。また、西本真樹議員から「子どもの貧困対策について①

常滑の子どもの貧困率調査したのか。②市の育英奨学金を給付すべ

きと考えるがどうか。」とご質問をいただきました。①については、

貧困調査は世帯毎の所得を使用する必要があり、市が持っている所

得情報については、個人情報となるために「常滑市個人情報保護条

例」により、使用することができないので、調査はしておりません。

また、②については、知多５市の中で本市と東海市、大府市の３市

で奨学金を実施しており、本市以外は給付制で返還の必要がない奨 
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発言者 発言の要旨 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

学校給食共同調理場長 

教育長 

学校給食共同調理場長 

 

 

教育長 

委員全員 

学金となっております。給付制は本人の負担を減らすことができま

すが、市の負担が増えることになり、本市では貸与制が妥当と考え

ているとお答えいたしました。 

６月２２日には、平成２８年度の特別支援連携協議会を開催いたし

ました。これは、障害のある子どもの乳幼児期から学校を卒業した

後も生涯にわたって支援していく体制を構築することを目的に設置

されたものです。事業内容としては、①特別支援教育推進における

連携及び体制づくりに関すること②特別支援教育にかかる指導・助

言及び研修に関すること③障害のある幼児児童生徒にかかわる相談

活動に関すること④その他議会協議会の目的を達成するために必要

なこととなっております。メンバーには、学識経験者として臨床心

理士でもある金城学院大学教授の川瀬正裕氏をはじめ半田特別支援

学校長、常滑高等学校長、特別支援教育士、スクールカウンセラー、

ソーシャルワーカー、保護者代表として、常滑市ＰＴＡ会長、常滑

市手をつなぐ親の会会長、事業所代表、福祉関係、園・学校関係者、

常滑市関係部署、そして、常滑市教育委員会の方々で、早期教育相

談・支援体制の充実という議題で、それぞれの立場から、教育支援

の現状と課題、そして、今後の早期教育相談・支援体制の在り方に

ついて、話し合いをしていただきました。その中で、やはり早期に

対応するためには、保護者の理解が必要であるが、そこが難しいと

いう意見が多く聞かれました。また、離席や衝動的な行動がある子

どもについては、早くより対応がされるようになってきている。し

かし、最近、おとなしくあまり目立たず、人とのコミュニケーショ

ンをとることに困っている子どもが大きくなり、不登校になるケー

スが多くみられる。 

 以上ご報告させていただきます。なお、本日は３つの議案と４つ

の報告事項が予定されております。よろしくお願いいたします。 

 

 議案第１号、常滑市学校給食共同調理場運営審議会委員の委嘱に

ついて説明をお願いします。 

資料に基づき説明。 

どんな場合に開催されるのですか。 

必要な案件があった場合に開催されます。昨年度は、開催があり 

ませんでした。２６年度に食器の更新をする際、開催されました。

その前は平成２０年度給食費の改定の際に開催しています。 

ご意見ありませんか。 

異議なし。 
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発言者 発言の要旨 

教育長 

 

教育長 

 

生涯学習スポーツ課長

教育長 

委員全員 

教育長 

 

教育長 

 

生涯学習スポーツ課長 

教育長 

委員１ 

 

生涯学習スポーツ課長 

 

 

教育長 

生涯学習スポーツ課長 

 

 

委員１ 

 

 

生涯学習スポーツ課長 

委員１ 

委員２ 

教育長 

 

 

委員全員 

教育長 

教育長 

生涯学習スポーツ課長 

 

教育長 

 議案第１号は、承認する。 

  

議案第２号、常滑市社会教育委員の委嘱について説明をお願いし

ます。 

 資料に基づき説明。 

 何かご意見ありませんか。 

 異議なし。 

 議案第２号は、承認する。 

 

議案第３号、常滑市指定無形文化財の指定及び保持者の認定つい

て説明をお願いします。 

 資料に基づき説明。 

 何かご意見ありませんか。 

こういう技法に対して、無形文化財の指定される人は１人ですか、

複数いらっしゃいますか。 

現在、常滑市で技法無形文化財に認定されている方の人数は２１

名です。今回で、２３名になりますが、お亡くなりになられた方も

みえますので、実際の人数は違います。 

どんな技法で認定されていますか。 

技法は他に常滑の施釉陶器技法が谷川省三氏、常滑焼の押し型成 

形技法が渡邉敬氏、手掘りによる加飾技法が吉川房夫氏が認定され

ています。 

１技法に１人ということですか。 

その人がお亡くなりになったり、現役を引退されたりした時に新 

しい人が認定されるのですか。 

違います。１つの技法に対して複数お見えになられます。 

 わかりました。 

 ＩＷＣＡＴの事業はまだやっているのですか。 

今は終わっています。ただ、ＩＷＣＡＴの残された遺産は大きい 

です。ＩＷＣＡＴで来た方が、再度来日して、常滑で個展を開いた 

りしています。他に意見等ございますか。 

 異議なし。 

 議案第３号は、承認する。 

 今後はどのような運びになりますか。 

 市長と協議し、３月初め頃に認定式を予定しております。その後 

常滑焼祭りで披露できればと考えています。 

 市民の方々に知ってもらうためにも、いろいろ考えてください。 
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発言者 発言の要旨 

教育長 

 

生涯学習スポーツ課長 

 

教育長 

 

生涯学習スポーツ課長 

教育長 

委員２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習スポーツ課長 

 

 

 

 

 

委員１ 

 

 

 

 

生涯学習スポーツ課長 

 

 

教育長 

 

図書館長 

委員２ 

 

図書館長 

報告第１号、常滑市生涯学習推進計画平成２７年度の取り組み状

況について説明をお願いします。 

 資料に基づき説明。 

 

報告第２号、第６１回常滑市美術展の結果について説明をお願い

します。 

 資料に基づいて説明。 

 何かご質問等ありますか。 

 今年、入場者が少なかった理由は、新聞に小さく案内はされてい 

たものの、毎年の様に写真入りの記事として載らなかったことが影 

響しているのではと思います。写真入りで記事が載ると行ってみよ 

うかなという人もいるので。それから、高校生や中学生が中間テス 

トの時期で出品者の高校生も時間が取りにくかったと思います。 

ですが、毎年、小中学生で親に連れられて見学に来る子もいるので、 

美術に興味のある子どもへ継承できたらと思います。今後、学校関 

係へどのようにＰＲをしていくか美術協会として努力が必要かなと 

思います。 

 以前からの課題であり、何かいい方法があればご教示願いたいで

す。今後は、小中学校の方でチラシを配ったりしていけたらいいな

と思っています。新聞の記事についてですが、新聞社へは伝えては

ありますが、今回は写真入りの記事として載らなかった理由はわか

りません。もう少し、アピールできるように記事として載せていた

だけるようなかたちで、持っていきたいと思います。 

 入場者を増やすアイディアがあります。チラシではなく、「券」を

配るのはどうでしょうか。チラシだと見ても開催しているという情

報だけで終わります。でも「券」を配布することで招待されたよう

な気持ちになり、行ってみようかなと思うのではないでしょうか。

「無料入場券」とか。 

 大変良いご意見ありがとうございます。８月の会議でご提案させ

ていただきます。 

 

報告第３号、図書館年報平成２７年度の実績について説明をお願

いします。 

資料に基づき説明。 

Ｐ６の平成２６年度事業の中でぬいぐるみのお泊り会とあります

が今年度も実施しますか 

 実施します。 
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発言者 発言の要旨 

委員３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長 

 

教育長 

 

 

図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

委員４ 

 

図書館長 

 

 

 

 

 

ぬいぐるみのお泊り会は、子どもたちが普段大事にしているぬい

ぐるみが図書館にお泊りするということで、子どもはぬいぐるみが

図書館でどんな夜を過ごしているかを想像しながら自分の家で、一

晩過ごします。ぬいぐるみを預かった後、職員たちにより、ぬいぐ

るみがとんな夜を過ごすのかを考えて、いろいろなことをさせ、そ

れを写真に撮ったりして記録に残し、次の朝、子どもたちに写真を

添えて返します。 

これをテレビで放映されていたのを見ました。とても良いことな

ので続けて欲しいと思います。 

 今後も計画的に実施したいと思っています。この事業は、常滑に

限らず注目されているのかなと思っています。 

 是非、フェイスブックとか動画のサイト等でもっと宣伝して欲し 

いです。生涯学習スポーツ課もサポートすることを望みます。 

「ザ・ライブラリー」の話をしてもらえますか。 

場所は南陵公民館で開催しました。ブックアンドカフェという形

で公民館入口のふれあいホールにおいて午後６時半から９時まで、

机椅子、本を少し並べてピアノの生演奏を聴きながらオーガニック

のコーヒーとクッキーを召し上がっていただくという取り組みを今

年実施いたしました。これは、公民館のスタッフからの発案による

もので、図書館も協力して欲しいということでした。参加者の大半

に、毎月実施して欲しいとか、次の開催日は何時かと聞かれ、反応

が大きいことにびっくりしています。まだまだ１回しか実施してい

ませんし、常滑市以外の地域から参加された方は新鮮だったという

ような意見がありました。次は１１月頃にご案内できるようにして

いきたいと思います。教育長の動画の話もありましたが、図書館の

フェイスブックのユーチューブでもご覧いただけるようにしたいと

思います。 

 他に質問ありませんか。 

 Ｐ６の２７年度１１月の南陵公民館で図書館まつりを初めて開催 

するとありますが、どんな内容でしたか。 

 １１月３日の文化の日に南陵公民館でイベントとがあり、一緒に 

人を集める、図書館をよく知ってもらうために、「図書館まつり」と 

銘打って開催しました。内容は、本館、青海、南陵の読書ボランテ 

ィアグループ全員が集まって順番におはなし会をすることを設けま 

した。また、ふれあいコーナーでは、好きな本にブッカーをつける 

こと、本の修理の講習を図書館のスタッフが実演でレクチャーをし 

たり、みなさんの大切な本を丁寧に扱ってくださいと表示したりし 
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発言者 発言の要旨 

 

 

 

 

委員４ 

図書館長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

生涯学習スポーツ課長 

 

教育長 

 

学校教育課長 

教育長 

学校教育課長 

教育長 

ました。人気だったのは、子どもにはガチャガチャでした。カプセ

ルの中身はアクセサリーとか図書館のスタッフが手作りしたしおり

等を入れて提供させていただきました。それと南陵公民館というこ

ともあり、盛田文庫の存在も公開しました。 

 これは今年度も開催しますか。 

 今年度は１０月に青海公民館で開催します。 

他に質問ありますか。 

昔の図書館の機能と違い、今はいろいろな機能が求められていま 

す。１つには、読書の入口のためのブックスタートの事業、読み聞

かせ等が発達してきました。これからは、若い人、働いている人、

子育て世代の人たちに対して、例えば起業をする方の支援として、

調べ学習の支援などの機能が求められています。図書館の種々の需

要に対応できる機能をもっと市民の方に利用していただきたいと思

います。子どもたちにも、小さい頃から図書館の便利な使い方を学

んでほしいと思います。そのためには、学校司書を早く整備してい

かなければいけないと思います。 

それから、情報発信の手段として、もっとフェイスブックやホー 

ムページ、広報とこなめを活用して市民に知らせていくことが大切

なことだと思います。 

  

 報告第４号 第５１回前田杯争奪知多地方中学校卓球大会の結果

について説明をお願いします。 

 資料に基づき説明。 

 

 その他、常滑東小学校北館大規模改造工事の発注方針について説

明をお願いします。 

 資料に基づき説明。 

 次に、行事連絡（６月～８月）について報告お願いします。 

 資料に基づき説明。 

 他になければ、これをもって平成２８年度第３回教育委員会定例

会を閉会します。 

 

 

 

 

 

 


